
西一
九
七
五

一
九
七
六

一
九
七
七

一
九
七
八 美

川
村
史
年
表

暦

年昭
和
五

O

昭
和
五

昭
和
五
二

昭
和
五
三

Eコ
巧f

郷

土

の

動

き

一
、
二

O

大
枝
、
日
野
浦
集
会
所
竣
工
式
一
、
二
六

愛
媛
県
知
事
選
挙
白
百
春

樹

当

選

三
、
一

第
一
六
回

村
政
懇
談
会
四
、
三

美

川
村
発
足
二
O
年
記
念
式
典
四
、
一
三

愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙
大
田

国

康

当

選

四

、

二

七

村
長
選
挙
天
野
登
村

長

当

選

四

、

二

九

新

谷
優
村
長
退
職
四
、

三

O

天
野
登
村
長
就
任
四
、

三

O

山
下
侍
三
郎
助
役
、

長
岡
通

一
収
入
役
再
任

一
一
、
四
広
域
基
幹
林
道
西
谷

1
日
野
浦
線
美
川
分
起
工
式

二
、
二
二

第

一
七
回
村
政

懇

談

会

三
、
二
三
観
光
開
発
推
進
委
員
会
四
、
二
一

広
域
基
幹
林
道
西
谷

1
日

野
浦
線
促
進
協
議
会

四
、
二

O

御
植
樹
祭

五

、

二

四

地
籍
調
査
請
負
入
札
会

七

、

二

八

山
中
家
移
築
工

事
地
鎮
祭

八
、
二
七
い
こ
い
の
森
整
備
入

札

九

、

一

七

山

振
釣
井
農
道
竣
工
式
九
、
二

O

四
国
カ
ル
ス

ト
草
地
開
発
付
帯
事
業
基
地
入
札
一
一
、
一

O

天
皇
御
在
位
五

O
年

記

念

式

典

二

寸

二

O
新
谷
優
叙
勲
祝

賀
会

(
勲
五
等
双
光
旭
日
章
)

四
、

二
一

村
道
程
野
仕
出
線
道
路
改
良
松
山
駐
と
ん
自
衛
隊
施
設
隊
に
よ
る
起
工
式

五
、

一
九
三
次
農
道
、
上

黒
岩
橋
、
上
本
組
飲
料
水
供
給
施
設
並
に
重
要
文
化
財
山
中
家
の
総
合
竣
工
式
六
、

二
八
お
茶
の
間
懇
談
会

七
、
一
日
野
浦
本
組
飲
料
水
供
給
施
設
入
札
七
、
六
村
道
程
野
仕
出
線
竣
工
式
七
、
一
入
団
体
営
大
川
農

道
入

札

入

、

三

一

助

役

山

下
停
三
郎
、
収
入
役
長
岡
通

一
退

職

九

、

一

小

田

原
英
雄
助
役
、
大
野
和
男
収
入

役

就

任

九

、

二

九

日

中
友
好
愛
媛
県
民
大
会
を
松
山
市
済
美
高
校
で
開
催
一

一
、
二
、

三

村

文

化

祭

四
、
一

広
域
消
防
美
川
分
駐
所
発
足
五
、
三

O

四
国
カ
ル
ス

ト
大
川
嶺
放
牧
(
第

一
回
〉
五
五
頭
入
牧

六、

六

第

二
回
入
牧
五
五
頭
計

一一

O
頭
と
な
る
七
、
一

O
林
道
イ
グ
イ
線

中
峰
農
道
入

札

九

、

四

美
川
西

小
学
校
体
育
館
建
築
工
事
請
負
入
札
会

一
O
、
一

O

美
川
南
小
学
校
創
立

一
O
O周
年
記
念
式
典

二
一
、
四

県
単
土
地
改
良
事
業
黒
藤
川
中
組
線
等
入
札
会

二
一
、
二
三

美
川
ス
キ
l
場
開
き
二
一
、
二
七

県
道
林
道
ト

ロ
メ
キ
、
稲
村
線
他
四
件
入
札
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九
七
九

一
九
八

O

一
九
八

一
九
八

昭
和
五
四

昭
和
五
五

昭
和
五
六

昭
和
五
七

一
、
一
二

愛
媛
県
知
事
選
挙
有
権
者
数
三
、

二
ニ
六
人
、
投
票
率
八
0
・
六
四
%
一
、
二
六
河
口
飲
料
水
供
給

施
設
完
成
三
、
二

O

美
川
西
小
学
校
体
育
館
落
成
式
四
、

一
六
村
長
選
挙
無
投
票
当
選
天
野
登
四
、
二
二

村
議
会
議
員
選
挙
有
権
者
数
三
、

O
三
九
人
、
投
票
率
九
六

・
三
一
万
四
、
二
五
村
内
教
職
員
研
究
集
会

五
、

一

村

長
天
野
登
第
二
期
就
任
式
五
、
二
一
第
一
五
四
回
村
議
会
臨
時
会
(初
会
〉
議
長
川
崎
清
隆
副
議
長

木
山
徳
重

七
、
五

大
川
ほ
場
(
圃
場
)
整
備
工
事
起
工
式
七
、
一
三
久
主
の
下
団
地
公
営
住
宅
建
築
工
事

入
札
七
、
一
六
御
三
戸
簡
易
水
道
工
事
入
札
一

O
、

七

衆

議
院
議
員
総
選
挙
有
権
者
数
三
、

O
七

O
人
、
投

票
率
七
七
・
九
二
万

一
二
三
第
一
回
み
か
わ
ま
つ
り
一
二
、

四

地

域
農
業
振
興
研
究
協
議
会

二
一
、
一

五
県
道
黒
藤
川
中
組
他
人
札

二
、
二

O

四
国
カ
ル
ス
ト
草
地
開
発
事
業
完
工
式

四
、
一
九
御
三
戸
簡
易
水
道
及
び
公
営
住
宅
(
久
主
の
下
団

地
〉
合
同
落
成
式
六
、
二
四
林
道
水
押
イ
シ
ョ
ブ
ネ
線
他
入
札
七
、
五
団
体
営
大
川
農
道
他
入
札
八
、
一

五
五
総
体
開
会
式
(
砥
部
町
総
合
運
動
公
園
)
八
、
一
二

美
川
中
央
中
学
校
プ
l
ル
起
工
式
八
、
二
三
大

川
簡
易
水
道
工
事
起
工
式
八
、
二
九
有
枝
飲
雑
用
水
工
事
請
負
入
札
九
、
二
六
地
域
振
興
研
究
委
員
会
開
催

一
O
、
二

O

庁
舎
、
セ
ン

タ
ー
建
築
専
門
委
員
会
開
催

一一、

三
第
二
回
み
か
わ
ま
つ
り

一
一
、
七

美

川
西
小
学
校
教
員
住
宅
建
築
請
負
入
札
会

一

一

、

一

九

地

域
集
団
電
話
切
替
式

二
、
一
一
ス
キ
l
カ
ー
ニ
バ
ル
開
催
三
、
二
ニ
定
例
村
議
会

議
長
天
野

輝

雄

副
議
長
田
中
一
男
四
、
二

八

大

川

簡
水
工
事
竣
工
式
六
、
一

美
川
村
中
央
集
会
所
建
物
取
壊
作
業
始
ま
る
六
、

八

林

道
ト
ロ
メ
キ
稲

村
線
他
入
札
七
、
一

美
川
中
央
中
学
校
プ
l
ル、

西
小
学
校
校
長
住
宅
総
合
落
成
式
七
、

一

五

庁
舎
建
築
委

員
会

八
、
一
七
団
体
事
務
所
建
築
請
負
入
札
八
、
二
五
庁
舎
改
善
セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
請
負
入
札
八
、
三

一
第
一
七
一
回
村
議
会
臨
時
会

助
役
小
田
原
英
雄
再
選
収
入
役
大
野
和
男
再
選

一

O
、
一

四
公
営
住
宅
清

水
団
地
、
久
保
上
団
地
建
築
請
負
入
札
会

一
二
三
第
三
回
み
か
わ
ま
つ
り
二
一
、
一
五
広
域
基
幹
林
道
西

谷
、
日
野
浦
線
大
谷
工
区
藤
社
工
区
開
通
式

三
、
一
入
団
体
事
務
所
建
築
工
事
完
成
六
、

一

九

庁
舎
、
改
善
セ
ン
タ
ー
定

礎

式

六
、
二
三
林
道
開
設
工

事
イ
グ
イ
横
山
線
等
入
札
七
、
九
団
体
営
古
味
か
ん
が
い
排
水
工
事
等
入
札
八
、
六
公
営
住
宅
建
築
上
本
組

団
地
他
三
件
入
札

八
、
二
三
新
庁
舎
移
転
業
務
を
開
始
す
る
一

O
、
二
八
新
庁
舎
改
善
セ
ン
タ
ー、

団
体
事
務

所
総
合
落
成
式
一
二
三
第
四
回
み
か
わ
ま
つ
り
一
二
二
八
第
三
リ
フ
ト
竣
工
式
と
併
せ
て
ス
キ
l
場
開
き
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一
九
八
三

一
九
八
四

一
九
八
五

昭
和
五
八

昭
和
五
九

昭
和
六

O

一
、
一
五

愛
媛
県
知
事
選
挙
有
権
者
数
二
、
九
二

O
人、

投
票
者
数
二
、
三
五
三
人
(
白
眉
春
樹
当
選
)
二
、

一

二

国
務
大
臣

(経
済
企
画
庁
長
官
〉
塩
崎
潤
歓
迎
会

(
大
ホ
l
ル

)

三

、

二

九

団

体
営
大
谷
農
道
入
札
四
、

一
O

愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙

(
小
田
慶
孝
当
選
)
四
、
一

八

村

長
選
挙
立
候
補
者
天
野
登
無
投
票
当
選
四
、

二

四

村

議
会
議
員
選
挙
有
権
者
数
二
、
八
九
九
人
、
投
票
者
数
二
、
八

O
六
人
、
投
票
率
九
六

・
七
九
%
五
、
七

第

一
八
一
回
村
議
会
臨
時
会

議
長
片
岡
侍
副
議
長
木
下
久
敬

七
、
一
入

学
校
施
設
整
備
委
員
会
第
一
回

七
、
二
七

美
川
村
池
川
町
議
会
(
理
事
者
)
交
流
会
(
於
池
川
町
)
七
、
二
八

公
営
住
宅
御
三
戸
第
二
団
地
建

築
工
事
請
負
入
札
八
、
一
九
モ
デ
ル
事
業
藤
社
中
農
道
整
備
工
事
等
入

札

九

、
一
五

ブ
ラ
ジ
ル
県
人
会
創
立

三
O
周
年
記
念
式
典
に
天
野
村
長
渡
航
(
伯
〉
す
る

一
一
、
三

第

五

回
み
か
わ
ま
つ
り

一
一
、
二
七
松
山
営
林
署

農
林
道
(
大
川
奥

1
小
田
町
〉
村
に
払
下
げ
現
地
引
渡
し

二

て

二

四

坂
本
素
行
叙
勲
受
章
(
勲
五
等
瑞
宝
章
)
祝
賀

会
一

、
二
第
一
回
年
賀
交
歓
会
二
、
一
一

ス
キ
ー
カ

ー
ニ

バ
ル
県
警
音
楽
隊
来
場

三

、
九

団

体

営
大
谷
農
道

の
会
計
検
査
院
の
検
査

六

、

五

林

道
大
谷
線
等
入
札
七
、
一

O

団
体
営
仕
出
下
組
農
道
整
備
工
事
等
入
札

七
二
二
過
疎
代
行
林
道
ト
ロ
メ
キ
稲
村
線
起
工
式
七
、
二
七
池
川
町
美
川
村
交
流
会
〈
於
美
川
村
〉
八
、
二

O

学
校
施
設
整
備
委
員
議
会
議
員
合
同
会
九
、
一
四

宿
泊
施
設
(白
銀
荘
)
敷
地
造
成
工
事
入
札
会

一
O
、
一

七

白

銀
荘
建
築
工
事
入
札
会
一
二
三
第
六
回
み
か
わ
ま
つ
り

一
、
二

第
二
回
年
賀
交
歓
会

二
、
四

村
内
三
中
学
校
合
同
少
年
式
二
、
一
八

中
学
校
建
築
専
門
委
員
会

三
、

一
中
予
地
区
広
域
防
火
訓
練
実
施
(
佐
七
川
中
学
校
に
て
)
三
、
一

五

定

例

村
議

会

議

長
木
下
久
敬

副
議
長
藤
坂
友

一

六
、

二
ニ
中
学
校
建
築
工
事
入
札
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編
集
委
員
名
簿

美
川
村
編
集
委
員

委

員

副

委

員

長

I! /! 

編
集
事
務
局
長

編

集

委

員

/! /! I! I! /! /! 

長

天
田
原

大新平中大= I司中久渡堀
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登

(美
川
村
長
)

英

雄
(
美
川
村
助
役
)

手口

男
(
美
川
村
収
入
役
〉

養
一
郎
(
美
川
村
教
育
長
〉

哲

郎
(
議
会
事
務
局
長
〉

義

正
(
総
務
課
長
〉

ま軍

雄
(
住
民
課
長
)

忠

義

(建
設
課
長
〉

多目

夫
(
産
業
観
光
課
長
)

若

松
(
農
村
整
備
課
長
〉

守
(
教
育
次
長
)

忍

(
国
土
調
査
課
長
〉



あ

と

が

き

美
川
村
発
足
三

O
周
年
記
念
事
業
の一

環
と
し
て
「
美
川
村
十
年
誌
」
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
既
に
昭
和
五

O
年
三
月
に

は
「
美
川
村
二
十
年
誌
」
が
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
古
く
藩
政
時
代
か
ら
の
歴
史
や
旧
村
時
代
の
沿
革
な
ど
を
収
録
さ
れ
美
川

村
の
誕
生
と
、
そ
の
後
二
0
年
間
の
村
の
歩
み
が
各
部
門
別
に
詳
し
く
編
集
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
今
回
は
そ
の
後
の
一

0
年
間

を
一
区
切
り
と
し
村
行
政
の
足
跡
を
記
録
す
る
こ
と
と
し
た
、

い
わ
ば
二
十
年
誌
の
続
編
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

内
容
も
限
ら
れ
た
も
の
と
な
り
行
政
全
般
に
亘
る
各
事
業
の
実
績
な
ど
、
そ
の
殆
ん
ど
が
統
計
的
な
色
彩
が
強
く、

読
み
づ
ら
い
点
が

あ
る
こ
と
を
ご
諒
承
い
た
だ
き
た
い
。

時
代
は
目
ざ
ま
し
く
進
展
し
、
こ
の
一

0
年
間
も
美
川
村
に
と
っ
て
実
に
激
動
と
飛
躍
の
歳
月
で
あ
っ
た
と
痛
感
す
る
。
そ
し
て
こ

の
歩
み
は
村
民
の
方
々
と
共
に
「
和
」
を
基
調
と
し
て
努
力
と
協
力
に
よ
っ
て
礎
か
れ
た
尊
い
村
の
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
で
あ
り
後
世
に

伝
え
る
義
務
が
あ
る
と
思
う
。

こ
の
編
集
に
当

つ
て

は
、
各
課
長
が
編
集
委
員
に
委
嘱
さ
れ
昭
和
五
九
年
六
月

二
二
日
第

一
回
編
集
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
骨

子
が
協
議
さ
れ
た
。
天
野
村
長
か
ら
意
図
が
伝
え
ら
れ
方
向
を
示
さ
れ
て
以
来
、
委
員
各
位
に
は
多
忙
な
日
常
業
務
の
中
で
寸
暇
を
惜

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
担
当
職
員
の
方
に
は
細
部
に
つ
い
て
の
資
料
提
供
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
、

ん
で
資
料
の
収
集
に
努
め
ら
れ
、

そ
の
ご
苦
労
に
対
し
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。

併
せ
て
原
稿
の
と
り
ま
と
め
を
始
め
編
集
事
務
局
と
し
て
万
端
の
お
世
話
を
願

っ
た

平
岡
事
務
局
長
に
対
し
そ
の
労
を
多
と
し
、
謝
意
を
捧
げ
た
い
。



な
活
力
あ
る
村
守
つ
く
り
に
励
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

過
ぎ
去
っ
た
こ
の
一

O
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
反
省
に
立
っ
て
、
や
が
て
来
る
べ
き
一
二
世
紀
へ
の
足
掛
り
と
し
、
明
る
く
豊
か

昭
和
六

O
年
一
二
月

美

川

村

助

役

編
集
副
委
員
長

小
田
原

英

雄



美
川
村
十
年
誌

編
集
者

昭
和
六

O
年
二
一
月
発
行

発
行
者

美

川

村

誌

編

集

委

員

会

委
員
長

愛
媛
県
上
浮
穴
郡

天印
刷
者

里子美
き
ょ
う
ゼ
い

l
 

i
 

f
e
-

立xc
J1.... 村








	美川村史年表
	編集委員名簿
	あとがき

